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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 大学の目的 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点１－１－①： 大学の目的（学部、学科又は課程等の目的を含む。）が、学則等に明確に

定められ、その目的が、学校教育法第 83 条に規定された、大学一般に求め

られる目的に適合しているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学の目的は，三重大学学則第１条（資料 1-1-①-Ａ）に明確に定められている。各学部・学

科においても，学則に定める「目的」を踏まえ，それぞれの特性に応じた理念・目的等を各学部

規程等で明確に定めている（別添資料 1-1-①-1）。 

さらに本学は，「基本的な目標（ミッション）」として「三重の力を世界へ：地域に根ざし，

世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す 〜人と自然の調和・共生の中で〜」を設

定し，「基本理念」として「三重大学は，総合大学として，教育・研究の実績と伝統を踏まえ，

「人類福祉の増進」「自然の中での人類の共生」「地域社会の発展」に貢献できる「人材の育成

と研究の創成」を目指し，学術文化の受発信拠点となるべく，切磋琢磨する」ことを掲げている。

それらを実現するため中期目標を設定し，具体的な措置として中期計画を定めている（資料 1-1-

①-Ｂ～資料 1-1-①-Ｄ）。 

 

資料 1-1-①-Ａ 三重大学学則（抜粋） 

 第 1 章 総則 

 (目 的) 

第 1 条 本学は，広く教養を与えると共に，専門の学芸を教授研究し，科学及び技術の発達に

努め，真理と正義を愛する人格を育成し，人類の福祉と文化の進展に貢献することを目的

とする。 
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資料 1-1-①-Ｂ 三重大学の基本的な目標 

 

（出典：本学ウェブサイト http://www.mie-u.ac.jp/profile/guide/ideal.html） 

 

資料 1-1-①-Ｃ 三重大学中期目標 

http://www.mie-u.ac.jp/disclosure/2nd_2011_obj.pdf 

資料 1-1-①-Ｄ 三重大学中期計画 

http://www.mie-u.ac.jp/disclosure/pdf/20130409_cyukikeikaku.pdf 

 

別添資料 1-1-①-1 各学部・学科の人材の養成に関する目的その他教育研究上の目的等 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学の目的は学則第 1 条に明確に定められ，各学部・学科においても教育研究上の目的が各学

http://www.mie-u.ac.jp/profile/guide/ideal.html
http://www.mie-u.ac.jp/disclosure/2nd_2011_obj.pdf
http://www.mie-u.ac.jp/disclosure/pdf/20130409_cyukikeikaku.pdf
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部規程に定められており，それらの内容は，学校教育法第 83 条に規定された大学一般に求めら

れる目的に適合していると判断する。 

 

観点１－１－②： 大学院を有する大学においては、大学院の目的（研究科又は専攻等の目的

を含む。）が、学則等に明確に定められ、その目的が、学校教育法第 99 条

に規定された、大学院一般に求められる目的に適合しているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学は，大学院の目的を三重大学大学院学則第２条に明確に定め，さらに第４条において修士

課程の目的，第５条において博士課程の目的を定めている（資料 1-1-②-Ａ）。また，各研究科

においても，学則に定める「目的」を踏まえ，それぞれの特性に応じた理念・目的等を各研究科

規程等で明確に定めている（別添資料 1-1-②-1）。 

 

資料 1-1-②-Ａ 三重大学大学院学則（抜粋） 

（目的）  

第２条 大学院は，学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を究めて，文化の進展に 

寄与することを目的とする。 

第２条の２ 研究科又は専攻ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は，各

研究科において，別に定める。 

（修士課程） 

第４条 修士課程は，広い視野に立って精深な学識を授け，専攻分野における研究能力又は高

度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。 

（博士課程） 

第５条 博士課程は，専攻分野について，研究者として自立して研究活動を行い，又はその他

の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識

を養うことを目的とする。 

 

別添資料 1-1-②-1 各研究科の人材の養成に関する目的その他教育研究上の目的等 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本学大学院の目的は，大学院学則に明確に定め,この目的に沿って，修士課程及び博士課程の

それぞれの目的を定めている。また，各研究科においても教育研究上の目的を各研究科規程等で

明確に定めている。それらの内容は，学校教育法第 99 条に規定された，大学院一般に求められ

る目的に適合していると判断する。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

1)「三重の力を世界へ：地域に根ざし，世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す  

 ～人と自然の調和・共生の中で～」を大学の基本的な目標（ミッション）に掲げ，中期目標を



三重大学 

 

 - 7 - 

設定し，具体的な措置として中期計画を定め,学部・研究科規程において「地域及び国際社会

に貢献する」という趣旨の表現を盛り込み，全学的に達成に向けて取り組んでいる。 

2）第一期中期目標・中期計画期間の産学官民連携事業における顕著な成果を基盤として，第二

期中期目標に「地域のイノベーションを推進できる人材の育成」を新たな具体的目標に掲げる

など，大学の目的に資する新たな取組を行っている。 

 

【改善を要する点】 

該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


